
「除
去
技
術
開
発
は

研
究
開
発
機
構
で

や
っ
て
い
る
」

交
渉
で
は
ま
ず
、
宮
古
市

の
「
こ
ど
も
た
ち
の
教
育
と

未
来
を
考
え
る
会
」
の
須
賀

原
チ
エ
子
さ
ん
が
原
燃
兒
島

伊
佐
美
社
長
宛
の
「
要
請
書
」

を
力
強
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
鈴
木
副

部
長
は
「
ク
リ
プ
ト
ン
、
ト

リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
国
の
安

全
基
準
に
従
っ
て
い
る
。
従

来
の
フ
ィ
ル
タ
ー
、
蒸
発
な

ど
に
よ
り
除
去
し
て
行
き
た

い
。
除
去
技
術
開
発
は
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
（
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
）
の
方
で
や
っ
て
る

の
で
、
実
証
さ
れ
る
ま
で

【
写
真
・
デ
ー
リ
ー
東
北

新
聞
社
提
供
】

見
守
っ
て
行
き
た
い
。
ク
リ

プ
ト
ン
を
回
収
し
て
も
そ
れ

が
漏
れ
る
と
大
変
だ
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

松
木
課
長
か
ら
は
「
一
九

八
八
年
の
青
森
県
議
会
資
料

設
計
図
中
の
ク
リ
プ
ト
ン
、

ト
リ
チ
ウ
ム
処
理
建
屋
に
つ

い
て
は
、
技
術
が
出
来
た
と

き
に
は
こ
こ
に
入
れ
ま
す
、

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
の

か
。
立
地
申
し
入
れ
の
時
に

は
放
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
言
う
こ
と
で
す
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

放
射
能
低
減
の
努
力
を

し
た
の
か
？

こ
れ
に
対
し
て
市
民
側
か

ら
「
放
射
能
放
出
低
減
を
図

る
と
い
う
『
安
全
協
定
第
五

条
』
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？

低
減
の
た
め
ど
う
努
力
し
た

の
か
？
」「
回
収
し
て
も
『
漏

れ
出
す
か
ら
危
険
』
と
い
い

な
が
ら
放
出
す
る
の
は
ど
う

い
う
こ
と
か
？
」
な
ど
の
質

問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
除
去
装
置
を
ど

の
時
点
で
検
討
や
試
行
す
る

つ
も
り
な
の
か
？
」
、
「
原
燃

が
青
森
県
議
会
資
料
を
知
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。
あ
の
時
点
で
技
術
は

あ
る
程
度
確
立
さ
れ
て
い

た
」
、
「
三
ヶ
月
後
の
国
へ
の

申
請
時
に
消
え
て
し
ま
っ
た

経
緯
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

建
設
コ
ス
ト
や
運
転
経
費
を

削
減
す
る
た
め
に
安
全
対
策

が
犠
牲
に
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
質
問
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

「
海
藻
中
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
検
出
値
の
訂
正
」の
発

表
は
重
大

交
渉
の
中
で
、
市
民
側
は
、

日
本
原
燃
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
、
六
月
十
二
日
「
環
境
放

射
線
管
理
報
告
書
の
一
部
訂

正
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
、

「
六
ヶ
所
海
域
の
海
藻
中
の

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
Ｎ
Ｇ
（
定

量
下
限
値
以
下
）
で
は
な
く
、

１
ｋ
ｇ
当
た
り
０
・
０
１
０

ベ
ク
レ
ル
で
あ
っ
た
」
と
訂

正
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、

こ
れ
は
重
大
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
追
及
し
ま
し
た
。（
関

連
記
事
二
面
）

「
そ
の
海
草
は
コ
ン
ブ
な
の

か
？
ど
の
場
所
な
の
か
？

コ
ン
ブ
な
ら
ば
文
科
省
調
査

の
北
海
道
、
岩
手
沖
の
も
の

の
数
値
の
実
に
十
倍
で
あ
る
。

そ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
核
実

験
起
源
の
も
の
と
言
い
切
れ

る
の
か
？

再
処
理
工
場
起

源
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
り
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
８
対
２

３
９
・
２
４
０
の
割
合
に
よ

っ
て
識
別
で
き
る
の
で
、
デ

ー
タ
を
公
表
す
る
べ
き
で
あ

る
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
ま

た
、
な
ぜ
五
月
十
六
日
の
「
青

森
県
放
射
線
監
視
評
価
会

議
」
の
審
査
後
に
訂
正
し
た

の
か
、
そ
の
経
緯
も
説
明
す

る
べ
き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

三陸の海を放射能から守る                       

岩手の会                                 200７（平成 1９）年  
ミニコミ通信 第３９号                         ６月２９日

http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                            編集事務局 S.Oshida

《岩手の環境／ＲＩ廃棄物／再処理》                                            ＴＥＬ・ＦＡＸ

＊署名用紙はここにあります                                           019-623-1636

http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                               郵便振替                    

《まった再処理分庫》                                                            02240-5-102650

放射能を除去しないのなら

操業すべきでない！
青森・岩手・宮城の市民団体が原燃に要請

「
除
去
技
術
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

」

原
燃
の
回
答
は
不
明
確

 
 

 
 

 
 

 
 
 

再
質
問
書
提
出
へ

青
森
、
岩
手
、
宮
城
の
十
一
市
民
団
体
に
よ
る
「
放
射
能
放

出
阻
止
」「
放
射
能
除
去
装
置
設
置
」
を
要
請
す
る
交
渉
が
六
月

二
二
日
、
午
後
一
時
か
ら
約
一
時
間
六
ヶ
所
村
の
日
本
原
燃
Ｐ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
別
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
渉
に
出
席
し
た
市
民
団
体
代
表
は
青
森
県
「
花
と
ハ
ー
ブ

の
里
」
代
表
菊
川
慶
子
さ
ん
、「
岩
手
の
会
」
世
話
人
永
田
文
夫

さ
ん
ら
七
人
。
会
社
側
か
ら
は
広
報
部
総
括
グ
ル
ー
プ
副
部
長

鈴
木
良
典
氏
、
同
課
長
松
木
氏
、
同
担
当
青
木
氏
ら
四
人
で
し

た
。
青
森
県
内
二
新
聞
社
が
取
材
し
ま
し
た
。
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ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
中
の
海
洋

放
出
デ
ー
タ
を
公
表
せ
よ

さ
ら
に
市
民
団
体
側
は

「
昨
年
の
四
月
以
来
年
度
末

ま
で
放
出
し
た
放
射
能
廃
液

は
ト
リ
チ
ウ
ム
だ
け
で
も
総

量
で
四
九
八
兆
ベ
ク
レ
ル
で
、

濃
い
と
き
で
原
発
の
濃
度
規

制
値
の
一
四
〇
〇
倍
の
日
も

あ
っ
た
。
自
然
界
の
海
水
の

ト
リ
チ
ウ
ム
は
一
㍑
あ
た
り

１
ベ
ク
レ
ル
に
す
ぎ
な
い
。

六
〇
〇
㌧
タ
ン
ク
か
ら
六
〇

回
の
海
洋
放
出
で
廃
液
は
ど

の
よ
う
に
流
れ
た
の
か
、
具

体
的
な
観
測
デ
ー
タ
を
公
表

す
べ
き
だ
と
し
ま
し
た
。

「再
質
問
書
」送
付
約
束

以
上
の
追
及
に
対
し
て
、

原
燃
側
担
当
者
の
回
答
は
不

十
分
な
も
の
で
し
た
。
原
燃

側
は
文
書
に
よ
る
再
質
問
を

促
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
側

は
、
緊
急
を
要
す
る
質
問
事

項
を
列
記
し
再
度
、
質
問
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
し
、
交

渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

耐
震
設
計
ミ
ス
に
つ
い
て
、

美
浜
の
会
、
グ
リ
ー
ン
ア
ク
シ

ョ
ン
、
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
、
岩

手
の
会
の
代
表
は
、
六
月
十
五

日
六
ヶ
所
村
の
日
本
原
燃
本
社

を
訪
れ
、
耐
震
設
計
ミ
ス
の
納

得
の
行
く
究
明
が
な
さ
れ
な
い

か
ぎ
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の

再
開
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、

要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

交
渉
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
こ
と
は
、
二
〇
〇
五
年
当

時
判
明
し
た
「
ガ
ラ
ス
固
化
体

温
度
解
析
の
虚
偽
報
告
」
事
件

を
受
け
て
、
原
燃
は
「
全
て
の

膿
を
出
し
切
る
」
と
の
指
示
で

総
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
立
は
デ
ー
タ
点
検
に
お

い
て
、
原
燃
の
指
示
に
反
し
て

「
入
力
デ
ー
タ
」
と
「
出
力
デ

ー
タ
」
を
別
々
に
提
示
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
た
原
燃
は
そ

の
ま
ま
チ
ェ
ッ
ク
を
せ
ず
「
入

力
デ
ー
タ
」
の
妥
当
性
を
確
認

し
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
不
備
な
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
根
本
的
に
究
明
さ
れ
な
い

か
ぎ
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
は

中
止
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

六ヶ所海域の海藻（海産物）からプルトニウム検出。
   原燃、訂正発表  ６月１２日 原燃ホームページ

（６）平成１８年度第３四半期の海産物（海藻類）に係る放射性物質の濃度のうち               

「Ｐｕ（α）」測定値を下表のとおり訂正した。

測定対象 測定値（単位：Ｂｑ／ｋｇ・生） （参考：当時の平

常の変動幅）

誤 正

海産物 海藻類 Ｐｕ（α） ＮＤ 0.010 ＮＤ～０．０１２

ＮＤ：定量下限値（２３８Ｐｕ０．００２Ｂｑ／ｋｇ・生、２３９，２４０Ｐｕ０．００２Ｂｑ／ｋｇ・生）未満

●日本原燃発表の「六ヶ所周辺海藻検出値の 0.010Ｂｑ／ｋ

ｇ」は、文科省環境放射能測定事業を担当する「日本分析

センター」の岩手、北海道産こんぶに比して約１０倍近く

の高い放射能値である。

●プルトニウムは自然には存在せず、現在各地から検出され

るのは１９５０～６０年代の核実験によるものである。

●プルトニウムは発生の起源によって違いがある。

核実験（核兵器級）のものは

     Ｐｕ２３８：Ｐｕ２３９＋２４０＝約１：６

再処理（原子炉級）のものは

Ｐｕ２３８：Ｐｕ２３９＋２４０＝約４：１

●国連コーデックス委員会は「事故時の『プルトニウムなど

α核種』の食物摂取被曝制限値」を大人１０ベクレル／１

ｋｇ、乳児１ベクレル／１ｋｇとし、さらに１０分の１引

き下げを提案している。（乳児 0.1 Ｂｑ／１ｋｇ）

日
本
原
燃
（
株
）
は
六
月
十
二
日
、
経
産
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院

へ
提
出
し
て
い
た
「
環
境
放
射
線
管
理
報
告
書
」
に
つ
い
て
一
部
訂
正

す
る
と
し
て
、
上
表
の
よ
う
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
測
定
値
な
ど
、
六
項
目

の
デ
ー
タ
の
訂
正
を
行
い
ま
し
た
。
五
月
十
六
日
の
青
森
県
環
境
放
射

線
監
視
評
価
会
議
の
終
了
後
で
あ
り
、
訂
正
に
至
っ
た
原
因
と
経
過
の

説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
昨
年
、
十
～
十
二
月
に
採
取
さ
れ
た
六

ヶ
所
村
海
域
の
海
藻
で
あ
り
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
廃
液
に
よ
る
汚

染
の
疑
い
が
濃
く
早
急
な
解
明
が
必
要
で
す
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
動
物
実
験
に
よ
り
、
呼
吸
な
ど
で
吸
い
込
ん
だ

場
合
、
百
万
分
の
１
グ
ラ
ム
の
微
量
で
も
発
が
ん
性
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
べ
物
と
し
て
体
内
に
取
り
入
れ
た
場
合
に
は
大
部
分
は
排

出
さ
れ
る
が
、
ご
く
一
部
は
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
骨
や
肝
臓
に
集
ま
り
ガ

ン
な
ど
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
ま
す
。

６．１６

六ヵ所再処理工場

阻止全国集会
１９８５年４月９

日青森県が「核燃施設

立地を決定」してから

２２年目を迎えます。

統一地方選挙で日程

を繰り下げていた核

燃再処理阻止全国集

会が６月１６日、青森

市で開催され集会と

デモがなされました。

岩手県からも平和

環境労組センターと

原水禁のよびかけで

各労働組合員や市民

など約３０人がバス

一台で参加しました。  

バスのなかでは、

「放射能放出反対」署

名運動について話し

合い、各参加者は各職

場や地域で、大いに取

り組みを強化しよう

と確認しました。

耐
震
チ
ェ
ッ
ク
せ
ず
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
開
始
か
？

青
森
県
知
事
・日
本
原
燃
に
要
請
行
動

 
 
 

 
 
 

 
 

 

美
浜
の
会
・岩
手
の
会
ら
四
団
体

プルトニウム測定値比較
＊岩手・北海道のデータは「日本分析センター」ホームペ

ージ『日本の環境放射能と放射線』から （Ｐｕ２３９・

２４０・ベクレル／ｋｇ生。Ｐｕ２３８は検出されず）

岩
手
県
・
二
〇
〇
四
年
・
こ
ん
ぶ

岩
手
県
・
二
〇
〇
三
年
・
こ
ん
ぶ

北
海
道
・
二
〇
〇
四
年
・
こ
ん
ぶ

北
海
道
・
二
〇
〇
三
年
・
こ
ん
ぶ

六
ヶ
所
海
域
（
原
燃
発
表
）

二
〇
〇
六
年
度
第
３
四
半
期

海
藻
類
（
こ
ん
ぶ
と
推
定
）編 集

メモ


